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第3期　中間決算概要資料

２００7年度中間期（2007年9月期）
　



１．今期も経営状況は順調です１．今期も経営状況は順調です。。

通行料金の割引を大幅に実施しました。

高速道路の建設を着実に進めています。

上期2,600億円以上の貸付料を支払いました。

通行料金の割引を大幅に実施しました。

高速道路の建設を着実に進めています。

上期2,600億円以上の貸付料を支払いました。

民営化の趣旨に沿って着実に事業を実施しています。民営化の趣旨に沿って着実に事業を実施しています。

※当資料は、億円未満を切り捨てて表示しています。

－１－



２．道路事業は、構造上上期に多くの利益が出ます。２．道路事業は、構造上上期に多くの利益が出ます。
＜単体ベース＞

◎料金収入は約３，７００億円を計上

ＥＴＣによるマイレージ割引や時間帯割引のご利用が増加し、より多
くのお客さまに割引サービスをご利用いただく結果となりました。

ＥＴＣによるマイレージ割引や時間帯割引のご利用が増加し、より多
くのお客さまに割引サービスをご利用いただく結果となりました。

　　平成１９年度上半期の交通量は、平成１８年度上半期と比較して、１．１％の増となっています。

◎道路資産賃借料と管理費用計約３，４００億円を計上

機構に昨年同期比３１億円増の２，６６５億円の道路資産賃借料を
支払いました。これは高速道路の債務の返済に充てられます。

機構に昨年同期比３１億円増の２，６６５億円の道路資産賃借料を
支払いました。これは高速道路の債務の返済に充てられます。

－２－

道路事業はその性格上､上期に『利益』が出て通
期では収支が見合う構造であり、中間期としては
営業利益３１４億円を計上しています。

道路事業はその性格上､上期に『利益』が出て通
期では収支が見合う構造であり、中間期としては
営業利益３１４億円を計上しています。

※機構：独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構

（単位：億円）

０６年度中間 ０７年度中間

料金収入等 ３,６９７ ３,７１１

道路資産賃借料 ２,６３４ ２,６６５

管理費用 ７０８ ７３１

営業利益 ３５４ ３１４

※料金収入等の実績には、その他の売上高　２億円が含まれています。



３．道路事業の収益・費用は単体、連結ともほぼ同額です。３．道路事業の収益・費用は単体、連結ともほぼ同額です。

営業収益営業収益

＜単体ベース＞

営業費用営業費用

営業利益営業利益

＜連結ベース＞

３,９６０億円３,９６０億円 ３,９６５億円３,９６５億円

３,６４６億円３,６４６億円

　３１４億円　３１４億円

３,６４６億円３,６４６億円

３１８億円３１８億円

〔3,743億円〕

〔　354億円〕

〔3,388億円〕〔3,388億円〕

〔3,743億円〕

〔　354億円〕

【道路事業】

※　〔　〕書きは昨年度中間期の数字。但し、＜連結ベース＞については、グループ会社再編の途中であるため前期との
比較にはなじみません。

－３－



　　４．関連事業ではＳＡ・ＰＡ事業が大きな利益４．関連事業ではＳＡ・ＰＡ事業が大きな利益

＜単体ベース＞

ＳＡ・ＰＡ（サービスエリア・パーキングエリア）事業では
収益 ５６億円　費用 ３０億円となり

ＳＡ・ＰＡ（サービスエリア・パーキングエリア）事業では
収益 ５６億円　費用 ３０億円となり

２６億円
営業利益を計上

２６億円
営業利益を計上

★関連事業全体では２７億円

＜連結ベース＞

ネクセリア東日本㈱の営業努力の結果、
収益１０６億円　費用６２億円となり

ネクセリア東日本㈱の営業努力の結果、
収益１０６億円　費用６２億円となり

４４億円
営業利益を計上

４４億円
営業利益を計上

★関連事業全体でも４４億円

－４－



　　５．経営状況の総括５．経営状況の総括

＜単体ベース＞ ＜連結ベース＞

中間純利益中間純利益

経常利益経常利益

営業利益営業利益 ３４１億円
３４１億円

３６３億円
３６３億円

３４４億円〔３８７億円〕３４４億円〔３８７億円〕 ３７２億円〔４０７億円〕３７２億円〔４０７億円〕

１９４億円〔２２３億円〕１９４億円〔２２３億円〕 ２１３億円〔２３８億円〕２１３億円〔２３８億円〕

道路事業道路事業 関連事業関連事業

【全事業】

営業収益 　営業費用営業収益 　営業費用 4,271億円 3,929億円

〔4,108億円〕〔3,721億円〕

4,271億円 3,929億円

〔4,108億円〕〔3,721億円〕

4,323億円 3,960億円

〔4,192億円〕〔3,792億円〕

4,323億円 3,960億円

〔4,192億円〕〔3,792億円〕

※　〔　〕書きは昨年度中間期の数字。但し、＜連結ベース＞については、グループ会社再編の途中であるため前期との
比較にはなじみません。

〔３８６億円〕 〔４００億円〕314億円
〔354億円〕

27億円
〔31億円〕

318億円
〔354億円〕

　44億円
　〔45億円〕

－５－



６．資産・負債の構造６．資産・負債の構造
＜単体ベース＞

道路の建設を、着実に進めています。道路の建設を、着実に進めています。

仕掛道路資産（建設中の道路）は、前期末より５５８億円増加しています。

道路建設のための固定負債が、仕掛道路資産に対応しています。

3

当期に完成した道路資産２４９億円を機構　へ引渡しています。
＊

（※） 道路建設関係社債の中には、‘０７年 ３月に

発行した普通社債２５０億円が含まれています。

＊独立行政法人
　 日本高速道路保有・債務返済機構

1,444純資産

1,369流動負債

4,585固定負債

3,492

1,845 （※）
1,647

(道路建設関係社債）
(道路建設関係長期借入金）

【負債・純資産】 ７,３９９億円

流動資産 5,180

仕掛道路資産

3,329

2,215固定資産

繰延資産 3

【資　　　　産】 ７,３９９億円

－６－



　　　　　７７．連結対象の子会社・関連会社について．連結対象の子会社・関連会社について

連結子会社 グループ企業の形成を着実に進めています。

２００７年３月末時点　１１社　　⇒　　２００７年９月末時点　１４社２００７年３月末時点　１１社　　⇒　　２００７年９月末時点　１４社

持分法適用関連会社

２００７年３月末時点　３社　　⇒　　２００７年９月末時点　　４社２００７年３月末時点　３社　　⇒　　２００７年９月末時点　　４社

【連結子会社 】

㈱ネクスコ・トール東北

㈱ネクスコ・トール関東

㈱ネクスコ･トール北関東

㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道

㈱ネクスコ・エンジニアリング東北

㈱ネクスコ・エンジニアリング関東

㈱ネクスコ・エンジニアリング新潟

㈱東関東

【 連結子会社 】

㈱ネクスコ・トール東北

㈱ネクスコ・トール関東

㈱ネクスコ･トール北関東

㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道

㈱ネクスコ・エンジニアリング東北

㈱ネクスコ・エンジニアリング関東

㈱ネクスコ・エンジニアリング新潟

㈱東関東

㈱ネクスコ・メンテナンス北海道

㈱ネクスコ・メンテナンス東北

㈱ネクスコ東日本パトロール

東日本ハイウェイパトロール㈱

㈱ネクスコ・サポート北海道　

ネクセリア東日本㈱ 　（計１4社）

㈱ネクスコ・メンテナンス北海道

㈱ネクスコ・メンテナンス東北

㈱ネクスコ東日本パトロール

東日本ハイウェイパトロール㈱

㈱ネクスコ・サポート北海道　

ネクセリア東日本㈱ 　（計１4社）

【 持分法適用関連会社 】

㈱ＮＥＸＣＯシステムズ

㈱高速道路総合技術研究所

東京湾横断道路㈱

東北高速道路ターミナル㈱　　　　（計4社）

【 持分法適用関連会社 】

㈱ＮＥＸＣＯシステムズ

㈱高速道路総合技術研究所

東京湾横断道路㈱

東北高速道路ターミナル㈱　　　　（計4社）

＊ネクスコ・トール○○とは、料金収受業務を担う会社の名称。

＊ネクスコ・エンジニアリング○○とは、保全点検業務を担う会社の名称。

＊ネクスコ・メンテナンス○○とは、維持修繕業務を担う会社の名称。

－７－



8. 8. 年度損益の見通しについて年度損益の見通しについて

• 今年度通期（平成20年3月期）においては、別表のとおり、単体ベースで約
１９億円、連結ベースで約５１億円の当期純利益を予想しております。

• 高速道路事業の営業利益は当中間期に約３14億円を計上しましたが、通
期では約９億円に下がると予想しています。

• これは冬期における交通確保のための雪氷対策等及び維持修繕関係の
工事の多くが下半期に完成することにより、費用は下半期の方が多く出る
反面、

• 夏期の方が天候や長期休暇の関係で料金収入が多く、収益は上半期の
方が多く出ることによります。

• このような差がありながら、貸付料は上半期と下半期で同額となっている
ことから、上半期で出た利益は通期では減少することになります。

• 年度事業計画（通期）においても、高速道路事業の営業利益を約１３億円
（経常利益ではゼロ）と公表しているところです。

• なお、ここに記載した予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、
多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況等の変化等により、上記予
想数値と異なる場合があります。

－８－



◇年度損益の見通し　（別表）

〈単体ベース〉　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位　億円・切捨） 　　　〈連結ベース〉　　　　 　　　　　　　（単位　億円・切捨）

中間期実績 下半期見込 通期見通し 事業計画

【高速道路事業】

営業収益 ３，９６０ 　　４，９６０ 　　８，９２１ 　８，９７７

うち料金収入等 ３，７１１ 　　３，４５５ 　　７，１６６ 　７，２２２

うち道路資産完成高 ２４９ 　　１，５０５ 　　１，７５５ 　１，７５５

営業費用 ３，６４６ 　　５，２６６ 　　８，９１２ 　８，９６３

うち管理費等 ７３１ 　　１，０９５ 　　１，８２６ 　１，８７８

うち賃借料 ２，６６５ 　　２，６６４ 　　５，３３０ 　５，３３０

うち高速道路完成原価 ２４９ 　　１，５０５ 　　１，７５５ 　１，７５５

営業利益 ３１４ 　　▲３０５ 　　　　　　９ 　　　　１３

【関連事業】

営業利益 ２７ 　　　　▲３ 　　　　　２３ 　　　　１５

【全事業】

営業利益 ３４１ 　　▲３０８ 　　　　　３３ 　　　　２８

経常利益 ３４４ 　　▲３０９ 　　　　　３５ 　　　　１５

中間（当期）純利益 １９４ 　　▲１７４ 　　　　　１９ 　　　　　８

中間期実績 下半期見込 通期見通し

【高速道路事業】

営業収益

営業費用

営業利益

【関連事業】

営業収益

営業費用

営業利益

《消去》営業収益

《消去》営業費用

《消去》営業利益

【全事業】

営業利益

経常利益

中間（当期）純利益

　　３，９６５ 　　４，９７９ 　　８，９４４

　　３，６４６ 　　５，２８２ 　　８，９２８

　　　　３１８ 　　 ▲３０２ 　　　　　１６

　　　　３６０ 　　　　２９０ 　　　　６５０

　　　　３１５ 　　　　２８９ 　　　　６０４

　　　　　４４ 　　　　　　０ 　　　　　４５

　　 　　▲１ 　　　　 ▲１ 　　　　▲２

　　　　▲１ 　　　　 ▲１ 　　　　▲２

　　　　▲０ 　 　　　▲０ 　　　　▲０

３６３ 　　 ▲３０１ 　　　　　６１

３７２ 　　▲２９１ 　　　　　８０

２１３ 　　▲１６１ 　　　　　５１

－９－



◎個別貸借対照表、損益計算書（要約版）
［参考－１］

－１０－

（単位　億円・切捨）【貸借対照表】

区分 金　額 区分 金　額

仕掛道路資産 3,329 未払金 769

その他の流動資産 1,850 その他の流動負債 600

（流動資産計） 5,180 （流動負債計） 1,369

有形固定資産 2,008 道路建設関係社債 1,845

無形固定資産 39 道路建設関係長期借入金 1,647

投資その他の資産 167 その他の固定負債 1,092

（固定資産計） 2,215 （固定負債計） 4,585

（繰延資産計） 3 （負債合計） 5,955

資本金 525

資本剰余金 587

利益剰余金 331

（純資産合計） 1,444

（資産合計） 7,399 （負債純資産合計） 7,399

（単位　億円･切捨） 【損益計算書】

区分 金額

料金収入等 3,711

道路資産完成高 249

道路資産賃借料 2,665

管理費用 731

道路資産完成原価 249

高速道路事業営業利益 314

関連事業収益 310

関連事業費用 283

関連事業営業利益 27

（営業利益） 341

営業外収益 9

営業外費用 5

（経常利益） 344

特別利益 －

特別損失 0

（税引前当期純利益） 343

法人税等 149

（当期純利益） 194



◎連結貸借対照表、損益計算書（要約版）
［参考－２］

（単位　億円・切捨）【連結損益計算書】

区分 金額

高速道路事業

　営業収益 3,965

　営業利益 318

関連事業

　営業収益 360

　営業利益 44

消去又は全社

　営業収益 -1

　営業利益 -0

全事業

　営業収益 4,323

　営業利益 363

営業外収益 15

営業外費用 6

（経常利益） 372

特別利益 0

特別損失 0

（税引前当期純利益） 372

法人税等（法人税等調整額を含む） 158

少数株主損失 0

（当期純利益） 213

【連結貸借対照表】

区　分 金　額 区　分 金　額

仕掛道路資産 3,328 未払金 756

その他の流動資産 1,990 その他の流動負債 634

（流動資産計） 5,319 （流動負債計） 1,390

有形固定資産 2,019 道路建設関係社債 1,845

無形固定資産 42 道路建設関係長期借入金 1,647

投資その他の資産 219 その他の固定負債 1,224

（固定資産計） 2,281 （固定負債計） 4,717

（繰延資産計） 3 （負債合計） 6,108

資本金 525

資本剰余金 587

利益剰余金 381

少数株主持分 1

（純資産合計） 1,495

（資産合計） 7,604 （負債純資産合計） 7,604

（単位　億円・切捨）

－１１－
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